
掲載数 34

地区 学年 教科等 テーマ 内　容 参考事項（講師・教材等）

1 川崎市 小３ 社会
地域の安全を守
る

　火事からまちを守るための消防署の働きや関係諸機関の働きについて学習し、消防体験
を通して消防車の設備や隊員が「命を救うために」行動していることに気付いた。そこか
ら、学校内にある消防設備や、通学路にある設備、地域の消防団など、自分の身の回りに
も火事に備えた命を守る仕組みがあることを学習した。学びをふり返り、自分の身を守る
心がけや、いざという時に自分や周りの人の大切な命を守るために日頃からできることを
考え、まとめた。

講師は、大島出張所の
消防署職員。

2 川崎市 小４ 社会
自然災害そなえ
る

　自然災害とは何かを導入として考えた。また自分達の市に流れている、多摩川の氾濫か
ら水害についての学習をした。水害が起きた時に、町に住んでいる自分達が市役所の人や
警察、消防と連携して自分たちの身を守っていくことを知った。また、氾濫が起きないた
めに、スーパー堤防など工夫されていることやハザードマップが作られていることを知っ
た。それを知り、自分たちにできる事は、ハザードマップを確認することや家に非常食を
用意することが大切なのだと考えていった。

3 川崎市 小４ 社会
自然災害にそな
えるまちづくり

　川崎市で最近も起こった風水害について、災害から人々を守る活動について、国や市、
地域、自分達の３つの視点で学んだ。学校で開設される避難所のことや、校内にある設備
等について学習をする中で、災害時に自分たちにできることを考えて話し合った。普段の
生活の中でも、自分のいのち、人のいのちを救うために自分たちに何ができるかを考え
た。

・そなえるかわさき
・幸区ハザードマップ

4 川崎市 小４ 社会
「ごみはどこ
へ」

　マイクロプラスチックの問題について扱った。マイクロプラスチックを食べた海の生き
物を私たちが食べて健康を害する可能性があること、その問題が私たちのごみの捨て方と
大きく関わっていることについて調べた。
　初めはプラスチックの存在を悪と考えていたが、調べを進めていく中で私たちのごみの
捨て方に影響があることに気付き始めた。そこから自分事と考え、ごみの捨て方が生き物
や最終的には自分たちの食＝命にかかわることに気付き、今後のごみの捨て方を改めよう
と考えることができた。

川崎市３Ｒ推進プロ
ジェクトによる出前授
業

令和３年度　いのちの授業　事例集（小学校）【社会】



5 川崎市 小５ 社会
防災教育
「国土の自然と
ともに生きる」

　大きな自然災害が発生すると、多くの人々の命がうばわれることがあるということを知
り、日本では、どのような災害が起きるのかを学習した。災害のときに一つしかない命を
守るための備えや行動について考え、調べ学習を行った。命を守るために、災害時の教訓
から人々が努力してきたこを知り、少しでも被害を少なくし、命を守るための行動につい
て考えた。

理科「台風と天気の変
化」「流れる水のはた
らき」道徳「自分の身は
自分で守る」節度【安全
に生活する】と関連付け
ながら、学習を行う。

6 相模原市 小４ 社会
単元名「自然災
害にそなえる町
づくり」

　地域で、自然災害に対してどのような取り組みをしているのかを調べると同時に、自分
の身を守るために自分自身ができることを考えた。『さがみはら防災ガイドブック』を読
んだり、過去の自然災害の映像を見るなどして、自分たちの身を守るために必要なこと、
準備しておかなくてはいけないことを自分たちなりに考えることができた。

『さがみはら防災ガイ
ドブック』

7 相模原市 小４ 社会
自然災害から
人々を守る

　自然災害が起きたときに、誰がどのように対処して、わたしたちの命やわたしたちを危
険から守ってくれるのかを調べた。また、自分たちにできる対策を調べて、「自分たちの
命は自分たちで守る」取組みを考えた。

8 相模原市 小３ 社会

防災教育「火災
から命を守る」
（ファイヤース
クール）

　火災の知識などを習得し、火災の危険から身を守る能力を高めることを目的として、
ファイヤースクールを実施した。内容は次の通り。①火災の話（火の話、煙の怖さ、火か
ら身を守る方法、着衣着火の場合）②119番通報体験③煙中避難体験④水消火器体験⑤質
疑応答。

講師（相模原市消防局
北消防署査察指導課
・警備課城山分署）

9 相模原市 小４ 社会
「地震にそなえ
るまちづくり」

　自分たちの地域や学校の地震や大雨、津波対策の施設や設備に着目し、それらに備える
地域の取り組みについて調べ、理解する学習を実施した。
学校の防災備蓄庫やAEDの設置場所などをこの学習を通して知る児童が多く、自分の家庭
でも防災グッズをこの機会に準備したり、避難場所を家族と話し合ったという児童が多く
見られた。また、地域でみんなの安全と命を守るために取り組んでいることを学び、自分
たちでもできることをしたいと考える児童が増えた。

社会科の教科書
さがみはら
防災マップ等



10 横須賀市 小４ 社会 防災教育

　４年の社会科では防災教育という点で、学校内・町内の防災教育を調べ、どのように自
分たちの命を守ってくれる人・ものがあるのかを学習した。
運動場にある防災備蓄庫の中に入ることもした。「いざという時のためにこんなに準備し
ているんですね」「ぼくたちは守られているんだな」とつぶやく児童もいた。
「『防災リュック』に自分だったらどんなものを入れたいですか」という発展的な学習で
は学校で自分のみで考えた後、家族でも話し合ってもらった。そこでは児童一人で考えた
時よりも「おじいちゃんにとっては」「妹にとっては」など、「家族の命を守る」という
意味合いが大きくなった。
　防災リュックの中身を今一度確認したところ、「子供服が小さくなっていたため、準備
をし直したい」という記載もあった。自分の命は自分で守る、そのためにできることと
は。これからも考えていきたい。

インターネットから時
事的なニュース「大雨
による土砂災害（７
月）」

11 横須賀市 小３ 社会
「くらしを守
る」

消防署の仕事の中で、学校の防火設備を見て回ったり、ゲストティーチャーの話を聞
き、暮らしの安全や人の命を守るために色々な方と協力したりしていることを学んだ。ま
た、火災等から身を守るための方法や、「ストーブに注意する」「たこ足配線の正しい使
い方を見直す」などの自分の命、人の命を守るために自分にできることを考えていった。
子どもたちも真剣に取り組み、最後は新聞を書いて、学んだことを発信することができ
た。

元消防士の方

12 湘南・三浦 小６ 社会 平和学習

　戦争や人権、平和に関わる最近の新聞記事などから、教科書で学んできた歴史が、現在
につながっていることを知り、改めて戦争のむごさと命の大切さについて考えた。
　新たに自分で見つけてきた記事などから調べたことや考えたことなどを新聞形式にまと
めた。

社会科との関連

13 湘南・三浦 小４ 社会
自然災害にそな
るまちづくり

　地域にある地震や津波に備える施設や設備について学び、より確実に身を守るために大
切なことは何かについて考えた。

教科書
プリント

14 湘南・三浦 小３ 社会
地域の安全を
守る

　火災や事故などから地域住民の命を守る消防署員の業務や火災の怖さ、働く人のやりが
いなどについて授業をしていただいた。
子ども達は消防士の仕事に対する理解を深めるとともに、火災予防の大切さを感じている
様子だった。

講師：消防局予防課
　　　　職員２名
（パワーポイントを使
い、画像を交えた説明で
分かりやすかった）



15 湘南・三浦 小４ 社会 防災教育

　社会の授業で災害のおそろしさや、それらにそなえるために何をしているかを学んだ。
起震車で大きな地震の揺れを体験することができた。災害（主に地震について授業では取
り扱う）が起こった場合にそなえて日頃からしておくべきことを考えた。また、ニュース
等で頻繁に耳にした『命を守る行動』とはどのような行動なのかを話し合いながら、藤沢
防災ナビを用いて事前の備えなど災害への心構えについて考えた。

講師の方
藤沢市危機管理課
起震車体験を通して地震
などの災害への心構えに
ついて学んだ。

16 湘南・三浦 小６ 社会

戦争体験を語り
継ぐ次世代継承
事業
「平和への祈
り」

終戦時、10才だった講師が体験した「学童疎開」を中心に話を聞いた。空襲の被害が
あった頃の周りの様子や、自らが経験した疎開先での集団生活、家族への思いや仲間と
とった行動など実体験を伝えていただいた。子ども達は、社会科の教科書で学んだ内容が
現実に起こっていたことを真剣に受け止めていた。また、自分たちと同じ小学生が体験し
た話を聞くことで、当時の様子を想像しやすく、今の生活を守るために大切なことは何
か、一人ひとりが考えるきっかけとなった。

神奈川県遺族会に所属し
ている８７才の男性。

(参考資料)国民学校の卒
業証書など

17 湘南・三浦 小３ 社会
くらしを守る人
たち

　社会科の授業で、自分たちの市で市民の生活を守り、豊かに暮らしていける環境を作る
ために働いている警察署、消防署の人々の考えや働く様子を学んだ。また、その学習を通
して、「いのち」を尊重する心を学ぶとともに、自ら「いのち」を守るための行動につい
ても、防災訓練等を生かしながら学んだ。

18 湘南・三浦 小３ 社会
事故から命を守
るために

　神奈川県の交通事故と死亡事故の時間別の発生件数のグラフを見て、どんな時に死亡事
故が増えるのかを考えた。発生事故が多くても死者が出ない事故が多い時間帯や、発生事
故が少なくても死者数が多い時間帯を見比べて、どんな時に死亡事故になるのかを考えて
いた。「道路の明るさに関係があるんじゃないか」「急いでいる人が多いと大きい事故に
なるんじゃないか」と子どもたちは様々な要因を考えることができていた。そこから、子
どもたちはどんなことに気をつけて行動すればよいかを考えた。

19 湘南・三浦 小４ 社会 地震災害

　社会科で「地震災害にそなえるまちづくり」を学習した際に、過去に起こった災害から
学んだことを生かして、今後の災害時の人々の生活や命を守るために協力し合うことの大
切さを学んだ。災害が起きる前と起きた後の対応について学習した後に、「今の自分たち
にできる地震災害への備え」について考えた。一人一人取り組めることは異なるかもしれ
ないが、考えたことは全て自分たちの生活や命を守ることに繋がっていることを知ること
ができた。

社会　教科書
「小学　社会４」
自然災害にそなえるま
ちづくり

20 湘南・三浦 小６ 社会 平和
　つばきの会の方に講師として来ていただいた。原爆の話をしていただき、平和な世の中
を築くために一人ひとりの行動が大切であることを学んだ。

小学社会６
単元「平和で豊かな暮ら
しを目指して」



21 湘南・三浦 小４ 社会
三浦の漁業・
ビーチコーミン
グ

　三浦半島近海の生物と漁業について話を聞き、生息場所と海の生物の関係を知った。た
たらはまの漂流物を採取してどのような貝が生息しているかを調べた。バケツの水の中に
砂を入れてかき回し、浮き上がるマイクロプラスチックを調べた。
海にいる生物に興味や関心を持ち、プラスチックごみの問題について考えることができ
た。

観音崎自然博物館

22 県央 小４ 社会 地震から守る命

　地震体験や防災シアター等の映像視聴を通して、災害時に自分の力で生き延びるための
知識・技能の習得や、日頃から事前に防災グッズを準備したり、家族内で災害等が発生し
たときの避難経路や方法について確認しておくことが、自他の命をつなぎ、守ることにな
ることを学んだ。

神奈川県総合防災セン
ター

23 県央 小４ 社会

地震に備えるま
ちづくり「防災
センターで学ぼ
う」

　総合防災センターで体験学習をする前に、これまで自分たちが住んでいる地域で過去に
どのような地震があったのか、また日本でどのような地震がおきたのかについて調べ、今
後どのように備えればよいかを考える。実際の体験学習を通して、災害の恐ろしさを学ぶ
とともに備えの大切さを実感することができた。

海老名市防災テキスト

24 県央 小４ 社会
地震に備えるま
ちづくり

　地震や津波に備える地域の取り組みについて調べる活動を通して、市や県などの関係機
関の協力の仕組みについて学習した。
　地震が起こると、どのような危険があるのかを考え、その際に、命を守るための具体的
な方法などについて、映像や写真、テキストを用いて学習した。
　シアターや展示物の見学、地震体験コーナーなどを通して、命を守るための実践的な行
動や知識を学び、日頃の意識向上につなげることができた。

・海老名市防災学習テ
キスト
・神奈川県総合防災セ
ンター見学

25 県央 小６ 社会
６年平和学習に
ついて

　被爆２世である講師の先生が長崎の原爆の話をしてくださった。
　授業の中では、綾西小学校にもし原爆が落ちたらどのような被害がどのような大きさで
起こるのかなど身近な例を取り上げてお話ししてくださった。

講師は元大和市小学校
校長。
現在は大和市の寺子屋
に勤務。

26 県央 小６ 社会
近代国家をめざ
して～戦争と
人々の暮らし

　戦争の被害や、悲惨さ、人々の思いなどについて、調べ学習を通して、資料から読み取
り自分事として考えた。「太平洋戦争がどこで止められたか」という視点をもち、討論を
行い、人の命の大切さについて考えを深めた。

教科書　社会
（教育出版）
資料集
本

27 県央 小４ 社会

自然災害に備え
る町づくり
～災害時に大切
なこと～

　社会科の授業で、綾瀬市危機管理課の職員の方に講演をしていただいた。
　まず災害とはどのようなものかを確かめ、災害が起こったときに命を守るためにはどの
ような行動を取ればよいか、また事前にどのような準備をしておくべきか考えさせた。そ
の中で、自助と共助と公助に触れ、自分の命は自分で守っていくことの大切さについて児
童に考えさせた。児童は、事前に自分たちで命を守るための備えをしておくことの大切さ
を感じていた。

綾瀬市危機管理課
スライド資料



28 県央 小４ 社会
地震にそなえる
まちづくり

　自然災害から身を守るためのまちづくりの学習を通して、自分の命、家族の命、地域の
人の命の大切さを考え、なぜ、地震に備えるまちづくりをしていく必要があるかについて
考えさせた。地震に備えるまちづくりは、自分や大切な人たちの命を守ることにつながる
という実感をもつ姿が見られ、命の大切さについても深く考えることができた。

教科書
神奈川県立防砂セン
ター掲示資料（担任が
動画撮影したもの）

29 中 小４ 社会 「地震災害」

　「東日本大震災　激震と大津波の記録」を視聴し、震災について知ることで、どのよう
な備えが必要かを考えた。市や学校が備えているものを学び、備えることの重要性を理解
した。また、その備えをすることが自分たちの住んでいるところを守るだけではなく命を
守ることにつながるということにも気づき、備えることは命を大切にすると同じだと考え
ることができた。

３．１１
「東日本大震災　激震
と大津波の記録」

30 中 小４ 社会

「災害に備える
まちづくり」か
ら考える、命の
大切さ

　災害への備えを多角的に考える中で、命を守る行動や備えについて具体的な方法等を話
し合った。各家庭で置かれた状況が異なるため、児童それぞれが自分事として災害時の家
族の避難方法を考えていた。

31 県西 小４ 社会
地震にそなえる
まちづくり

　地震が起きた時に、自分の身を守るためにどうすればよいかを考えた。教科書、市の防
災マップを活用し、具体的に学ぶことができた。
　また、実際に校外学習として「神奈川県総合防災センター」に行き、地震発生のメカニ
ズムや地震が起こった場合の対処法についてたくさん学ぶことができた。探検ボードを手
に大切なことを進んでメモする姿も見られた。「自助」、「公助」の精神を学び、学校に
戻ってからの避難訓練でも意識して取り組む姿が見られた。

神奈川県総合防災
センター

32 県西 小４ 社会

自然災害から
人々を守る活動
「自然災害にそ
なえるまちづく
り」

　自然災害について調べていく中で、自分の命を守るための備えについて考え、実践しよ
うとする態度が育った。自分達が生活している地域は、海に面しており、津波についての
掲示物が様々な所に設置されていることに気付くとともに、津波ハザードマップを見て津
波から命を守る方法について話し合い、それぞれ新聞を作って発表した。

小学社会４（教育出版）
小田原市防災マップ⑰橘
南地区（小田原市津波ハ
ザードマップ前羽地区）

33 県西 小６ 社会 平和教育

　第二次世界大戦の学習単元の中で、人権尊重・いのちの大切さについて学習した。特
に、以下の２点の事例についてより深化させた実践を行った。
〇世界的なベストセラーであるアンネの日記にふれ、その
　著者のアンネ・フランクとその家族の体験に触れ、不当
　な差別を憎む心と人権・いのちを尊重する学習を行っ
　た。
〇リトアニアで外交官として勤務していた日本人外交官杉
　原千畝の行動を中心に、グローバルな人間愛といのちの
　大切さと人権尊重の精神を育んだ。



34 県西 小５ 社会 水俣病から学ぶ

　熊本県で発生した水俣病は、経済の発展に尽くしてきた工場の有機水銀の排水により、
そこに暮らす人々の生活基盤であった水俣湾の環境を汚染したばかりでなく、それにより
人々の健康を損ない、尊い命をも奪った。それを事実として学び、単元後半には、水俣病
患者さんの生き方や現在に生きる子どもたちへの願いから、命の尊さや自分たちに何がで
きるか話し合った。

水俣病資料館DVD
「水俣病患者さんの
話」


